
 

 

 

 

 

 

ＮＥＸＣＯ中日本は、高速道路の有効利用や地域の活性化を促進するためスマートインターチェ

ンジ（以下、スマートＩＣ）の整備を着実かつ効率的に進めています。 

２０１７年度は、６カ所のスマートＩＣが開通し、現時点で全３４カ所のスマートＩＣがご利用い

ただけるようになりました。また、２０１８年度以降の開通を予定している箇所についても、地域の

皆さまのご期待に応えられるよう事業を一層推進してまいります。 

 

■２０１７年度に開通したスマートＩＣ 

⇒２０１７年度末時点で、３４カ所のスマートＩＣが開通。（位置図は別紙１参照） 

 

■２０１８年度以降に開通を予定しているスマートＩＣ 

 全２３カ所（別紙１参照） 

 

■スマートＩＣとは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■スマートＩＣの整備効果 

 高速道路の利便性向上、地域の活性化、周辺道路の渋滞解消 等 （別紙２参照） 

 

道路名 スマートＩＣ名称 形式 開通日時 

中央自動車道 小黒川
おぐろがわ

スマートＩＣ 
SA・PA 

接続型 
2017 年 9月 30 日（土）15 時 

中央自動車道 駒ヶ岳
こまがたけ

スマートＩＣ 
SA・PA 

接続型 
2018 年 3月 17 日（土）15 時 

舞鶴若狭自動車道 三方五
みかたご

湖
こ

スマートＩＣ 
SA・PA 

接続型 
2018 年 3月 24 日（土）13 時 

東名高速道路 守 山
もりやま

スマートＩＣ 
SA・PA 

接続型 
2018 年 3月 24 日（土）15 時 

名神高速道路 安 八
あんぱち

スマートＩＣ 本線直結型 2018 年 3月 24 日（土）16 時 

北陸自動車道 能美
の み

根 上
ねあがり

スマートＩＣ 本線直結型 2018 年 3月 25 日（日）15 時 

スマートＩＣは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリア、バスストップから乗
り降りができるように設置されるインターチェンジであり、通行可能な車両（料金の支払い方
法）を、ＥＴＣを搭載した車両に限定しているインターチェンジです。利用車両が限定されて
いるため、簡易な料金所の設置で済み、料金徴収員が不要なため、従来のＩＣに比べて低コス
トで導入できるなどのメリットがあります。 
 

スマートインターチェンジの整備状況（２０１７年度） 

2018 年 3月 28 日 

中日本高速道路株式会社 

定例記者会見 資料１－３ 

本線直結型 ＳＡ・ＰＡ接続型 〔図の出典：国土交通省ＨＰ〕 



 

 

【ＮＥＸＣＯ中日本管内のスマートＩＣ位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２０１８年度以降に開通を予定しているスマートＩＣ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  開通予定については、用地取得等の状況や施工上の条件変化等により、変更となる場合がありますので、

ご留意ください。 

※国土交通省と共同で事業を実施する建設区間にかかるスマートＩＣの開通予定年度については、開通時

期が見通された段階で改めてお知らせいたします。 

 

別紙１ 

名　称 名　称

E1 東名高速道路 E19・E20・E68 中央自動車道
舘山寺スマート 2018 富士吉田西桂スマート 2018
足柄スマート 2018 談合坂スマート 2019
駒門スマート 2019 甲府中央スマート 2019
東名静岡東スマート 2019 座光寺スマート 2020
綾瀬スマート 2020 神坂スマート 2021
上郷スマート 2020 E8 北陸自動車道
E1A 新東名高速道路 上市スマート 2020
新磐田スマート 2020 C4 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）
秦野ＳＡスマート 2020 厚木ＰＡスマート 2018
山北スマート 2020 E68 東富士五湖道路
小山スマート 2020 富士吉田南スマート 2020
E1 名神高速道路 E1A 伊勢湾岸自動車道
養老ＳＡスマート 2018 刈谷スマート 2021
E1A 新名神高速道路 C3 東海環状自動車道
鈴鹿ＰＡスマート 2018 岐阜三輪スマート ※

海津スマート ※

開通予定年度 開通予定年度



 

【スマートＩＣの整備効果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の活性化 

【能美根上スマートＩＣの例】 スマート IC の開通により、輸送時間の短縮、輸送コストの削減が図られ、ヒト・

モノの交流拡大による地域産業の活性化に大きく貢献します。 

周辺道路の渋滞解消 

【安八スマートＩＣの例】 揖斐川・長良川渡河部の交通が分散し、主要渋滞ポイントの解消が期待されます。 

高速道路の利便性向上（アクセスの向上） 

【三方原スマートＩＣ（平成２９年３月１８日開通）の例】 浜松市内トラック運送会社へのアンケート調査 

● 三方原スマートＩＣを利用する運送会社の約９割が東名高速道路隣接ＩＣからの転換 

● 三方原スマートＩＣを利用する運送会社の約７割が輸送時間の短縮を実感 

別紙２ 

〔出典：能美市ＨＰ〕 

〔出典：安八町ＨＰ〕 

〔出典：浜松市ＨＰ〕 


